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近年，脳神経外科手術中のモニタリング技術が普及しました．モニタリ
ング波形の変化を察知し，即座に対応することで恒久的神経障害を未

然に防ぐことができます．また，術中に行っている操作が予期せぬ機能障害
を来していないだろうかといった術者の不安を解消し，安全に手術を遂行し
ていることがリアルタイムで確認できることから，術者の精神的安寧が得ら
れます．もはや，術中の神経モニタリングは脳神経外科手術において機能温
存に必須の技術となりました．
　しかし，いまだにモニタリングには不完全な側面があることは否めませ
ん．偽陽性や偽陰性に悩まされることも多々ありますし，検査者が術者にア
ラートを発する基準についても曖昧です．モニタリング担当者は施設によっ
てさまざまで，臨床検査技師，看護師あるいは若手脳神経外科医が担当する
こともあるかと思います．多職種が関わる技術であることから，単純に設置
し簡便に異常波形を判断できる共通認識が必要だと考えます．
　本特集では，こういったモニタリングの不安定性を克服するために，モニ
タリングの tips と pitfall について言及し，実践に役立つ内容にすることに
主眼を置きました．さらに，モニタリングは手術支援技術であり，これに伴
い合併症が生じることは許容されないのですが，まれな合併症を経験するこ
とがあります．そこで，起こり得る合併症とその対応まで網羅しました．
　第 1章では，モニタリングの理解に必要な基礎知識をまとめました．見
ている波形がどのような電気生理学的な仕組みで現れるのか，また種々のモ
ニタリングにおいて異常波形はどのようなメカニズムで生じるのかを解説し
ました．
　第 2章では，種々ある基本的なモニタリングに関する原理や設定，安定
した波形を得るコツや波形の解釈を説明しました．
　第 3章では，モニタリング対象別と題し，小児症例，眼球運動，第四脳
室底のモニタリングに関する知識を解説し，どのような方法が最も感度よく
正確なモニタリングができるのか，適応と限界をまとめました．
　第 4章では上記を踏まえ，術式別にモニタリングの目的と手術中のどの
局面で必要になるのか，最新の方法や異常波形の解釈，対応について解説し
ました．
　これらの内容の理解を深めるために，実践に使える動画も適宜掲載してい
ます．安全な脳神経外科手術と患者さんの機能温存に，本特集をお役立てい
ただければ幸いです．
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